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今日は、アメリカにおける●育についての考え方の一つてある1盆茎L豊
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欧lu“餞)●)についてお継じします。多文化攀青とヽ うヽ考え方の出てきた歴史的饉偉からお話し

しましょう.多文化漱■という言秦が教育学の文献で使われるようになったのは1970年代です。

しかし、それ以前にそのような考え方をする土颯が生まれていました。

"“
年代につまり第2次世界大義が終わって、さまさまな人種や民族からなるアメリカ兵が本

鳳に撮饉ルて来ました。しかし技らにはアメリカ人としての市民機が与えられていませんでした。

そこでアメリカの懇愛澤きを示すために彼らに市民籠を与えるという気運が自まりました。時は

お職時代で、共産主義が台頭した時代です`              
・

1鮨4年に、最薔彙のプラウン載判の判決がなされました。この幅決の内容はそれまで長い固保

たれてきた臀決をくつがえすもので、「人饉別の級いは平等ではない」(Se,3nte,E● ゛堅巴」IL

というものでした。どの人色の子どもも近

"の
学校に行く権利があるという判決が初めて下され

たのです。    '      .‐7                        1
岬 になると、壺蜃菫螢璽堕』尋こ0ま した。マーチン・ルーサー・キング、マルコムX等

の名前が思い浮かぶことでしょう。同時にベトナム反戦運動や女性解放運動が起こりました。そ

して大学のキャンパスでは、熟人研究、アジア研究、アメリカンインデイアン研究、女性学
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b)といつた新しい料層が轟議されるようになりました。そして1970年代にそ

れらに共通する多文化教育の概念が生まれました。
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代に感んになぅた r人饉間教育運動」(intergrOup Edu“tim」

Mov● lnenOと |=異なるものです。「人糧間教育運動」:ま 白入以外の人饉がいかに自人のように

なるかや自入社会に適応する方養が標索されました。それに対して、多文化教育はすべてに人が

対等にカリキュラムの構成に拳加し目の発展に関与できるように企画されたのです。当時、多文

化教育の研究に携わった■要な人物はI.バ ンクス、C・ グラント、C.グレィtC、 コルテス、A

ベーカーです。                     '
ここでは』.バンタ型の考えを使って襲明しましょう。J,バンタスit多文化藪吉にli 5つの次

元があるとしています。第 1は自書統合の次霧です。これは義師がカリキュラムの申で他の文化

の例を取り上げ、その文化への理解を採ある方法を問題にします。

その内容技含の次元には12のァプローチがぁります。墓腱重主」f,ス盆Z7軍二:重。これ1まい

ろいうな田の視日やヒーローを取り上げるもので表面的なものです。たとえば日本の「子どもの

目」について取り上げるようなことです。_鐘ユのレベルは竺理堂zプ
ロニ重と呼ifれ ているもの

です。これは教師が轟常のカリキュラムを変えずに、一つの単元として例えば日本について漱え
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アメリカの高校でアメリカ史や第 2女性手大職について取りあげる時、軍事的政治的■点から●

田や政治的戦略について漱えます。それに対 して転換アプローチでは、r摯 2次世界大■を

ア メ リカではこの方法で

'え

ることの出来る載暉

はごく少数です。第 4:シくンクスが社会構動的アプローチと呼おものです。その
"と

して、1989

年にフレッド黒松が第 2次世界大畿中の日系アメリカ人の強颯収容所への拘束に対 して

"ζ

府に織

界を求めて訴訟を起こしました。学生遠が当時の彙実を研究し、責任の所在を鵬かにし鋳訟な支

援した理●があげられます。これらはまだ理想です。なぜなら今でも大学においても第 1のアプ

ローチの水準で戦っています。スタンフォード大学ても同じレベルで大きな●いがあります.

第2」「知nの書量」(絶 」̈
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)次元です。これは研究者としての私にとつ

て身近な分野です。なぜなら、知畿の働菫しか何であるかがその学問0性格を定めます。またそ

れそれの手間は、知餞をいかに構築しているのか間われるからです。たとえば、IQと ｀`う概念

は社会的に精築されたもので、心理学者がどのようにそれを構築したかが問われます。別の例を

あげれ
`ム

第2次世界大戦の歴史を取り上げるとき、アメリカ、日本、 ドイツそれそれの立場か

ら見ます。その史実t理解する時、準がどのように無識を構集したかが問題とされます。もう一

つ備をあげれば、フェミニズムは知識の構築にインパクトを与えました。フェミニズムは「 ジェ

ンダー規範は重要なのか」と問います。

第3の次元
嗜全垂豊

=:=`聖

暉堅鰹聟曇襲ど
です。私自身の研究はこの次元に入0ています。

すべての生機が平等に学ぶ員会を得られるように、いかに教師|■ 授業を組独 てているかを問題

にしているからです。公正薇青年の働として、カリフォルニア大学バータレー校のトライスマン

教授による機械工学専攻の学生に対する数年のタラスがあります。教授は北京話を話す中鏑系学

生とアフリカ系アメリカ人の学生の成景の違いに気が付きました。中額系学生は全員字留グルー

プに入っていたのに、アフリカ系アメリカ人の学生は雄も学習グループに入っていませんでした。

そこで公正教育学は、すべての学生が学習グループに入るべきかを問題にします。もう一つの銀

は、我 が々「共同学費」(c。―●perative L‐ mね0と呼ぶものの率新です。共同幸習は生徒が間

題を解き学ぶためにお二いに助け合うように企画されています。たとえば、摯椰1,4^´ 5人 ずつ

の生徒のアループをつくり、それそれのイループに部分的なヒント (情報)を与えます。生徒遠

はそれらの情報を持ち書って答えを出すために集まるようになります。アメリカの学校で職つい

い子は共角学習が雌いであることも付け加ぇておきます.
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す。アメリカの学校では、皮膚の色、京よ、

言語、ジェングーの違いによって、生籠り薇われ方が違います。アメリカ社会のなかで一番籍を

しているのは自人、プロテスタント、英薇を話す人、男性です。■
.と

死顧らiI学校て成顆優募t

なくとも、良い学生として掻われます。アメリカの学校で一番成績が良いのは、中国、日本、(第

:次移員つ)ベ ト十ムとヽ つたアジア手アメリカ人です。しかし、アリア栞アメリカ人は社会に

出るとき一番いい仕事には就けません.したがって生徒が異なった人 に々対して層見をもったり

見下したりしないようにするのが、饉見椰′1つ口鉤です。

第5の人
季
は学校文化の強化 ,,po,゛ド 踏塾奎.Gよ

け。)の次元です。ここで意味するこ

とは、学曇を越えて学校全体がこの多文化摯青の次元を反映していく方法を考えなくてはいけな

いということです。
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校11人口的には急速に変わっているのに、薇師の多くはその自党がありません。

備としてカリフォルニアの人口緯計の変化をあげてみましょう。
"■

年にカリフォルニアでは76

%が自人でしたが、今はその日合は57%に減少しています.大きな変化がおきているのです。サ

.ンフランシスコの公立学校において白人はわずか17%です.最大のグル■プ1=中日系です。ロサ

ンジェルスで最大のグループはメキン●暴アメリカ人です。アメリカのあの大学区のぅちa挙区

において、生機の多数はアフリカ嬌アメリカ人です。

食4が多文化緻育に向けて努力する主な理由
`ま

、それらのさまざまなグループ0学黎威薇に大

変差があるからです。したがって、いま多文化載青il大いに必■とされています。しかし、繊々

の大学やま員姜政プログラムには籠力の構界があり、理想のレベルに達していません。
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